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製品コード                  K90131    

型               式      MSB2550 
 

製品コード                  K90132    

型               式      MSB2750 
 

 

 
 

 

 

 

部品ご注文の際は、ネームプレートをお確かめの上、 

部品供給型式を必ずご連絡下さい。 

 

“必読”機械の使用前には必ず読んでください。 
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安全に関する警告について 
 

 本機には、 印付きの警告ラベルを貼付しています。安全上、特に重要な項目を示しています。

警告を守り、安全な作業を行ってください。 

 

 

            その警告文に従わなかった場合、死亡または重傷を負うことになる 

            ものを示します。 
            
            その警告文に従わなかった場合、死亡または重傷を負う危険性が 

            あるものを示します。 
 
            その警告文に従わなかった場合、ケガを負うおそれがあるものを 

            示します。 
 

 

 

 

 安全に作業するために 

  危 険 
 

  警 告 
 

  注 意 

  警告ラベルについて 
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－ ラベルが損傷した時は － 
   警告ラベルは、使用者および周囲の作業者などへ危険を知らせる大切なものです。 

  ラベルが損傷した時は、すみやかに貼り替えてください。 

   注文の際には、この図に示す 部品番号 をお知らせください。 
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安全上の注意点 

 

 ここに記載されている注意事項を守らないと、死

亡を含む傷害を生じる恐れがあります。 

 作業前には、作業機およびトラクタの取扱説明書

をよくお読みになり、十分に理解をしてからご使用

ください。 

 

作 業 前 に 

 

 

 注 意 

  

  取扱説明書を製品に近接して保存していない 

  ため、自分の判断だけで対処すると思わぬ事 

   故を起こし、ケガをする事があります。 

   取扱説明書は、分からない事があった時にす 

   ぐに取り出せるよう、製品に近接して保存し 

   てください。 
 

 

 

 注 意 

  

  項や取扱要領の不十分な理解のまま作業する 

  と、思わぬ事故を起こす事があります。 

  作業を始める時は、製品に貼付している警告 

  ラベル、取扱説明書に記載されている安全上 

  の注意事項、取扱要領を十分に理解してから 

  行ってください。 
 

 

 

 警 告 

  

   に運転すると、思わぬ事故を起こす事があり 

   ます。 

   次の場合は、運転しないでください｡ 

□ 過労、病気、薬物の影響、その他の理由 

  により作業に集中できない時。 

   □酒を飲んだ時。 

   □機械操作が未熟な人。 

   □妊娠している時。 
 

 

 

警 告 

 

 服の一部が機械に巻き込まれ、死亡を含む傷 

 害をまねく事があります。 

   次に示す服装で作業してください。 

□ 袖や裾は、だぶつきのないものを着用す 

る。 

□ ズボンや上着は、だぶつきのないものを 

着用する。 

   □ヘルメットを必ず着用する。 

□ はちまき、首巻きタオル、腰タオルなど 

はしない。 

 

 

 警 告 

 

 ている安全上の注意事項や取扱要領が分から 

 ないため、思わぬ事故を起こす事があります。 

 取扱方法をよく説明し、取扱説明書を渡して 

 使用前にはよく読むように指導してください。 
 

 

 

 注 意 

 

り付けて運転すると、機械の破損や傷害事故 

をまねく事があります。 

   機械の改造はしないでください。 

   部品交換する時は、当社が指定するものを使 

   用してください。 
 

 

 

 注 意 

 

 まねく事があります。 

   作業を始める前には、取扱説明書に基づき点 

  検を行ってください。 
 

 

 

 警 告 

 

 ップに立ったまま行うと、緊急事態への対処 

ができず、運転者はもちろん周囲にいる人が 

ケガをする事があります。 

運転席に座り、周囲の安全を確認してから行 

ってください。 

 

 （中立）にして行わないと、変速機が接続状 

 態になっているため、トラクタが暴走し思わ 

 ぬ事故を起こす事があります。 

 主変速レバーを「Ｎ」（中立）にして行ってく 

ださい。 
  

取扱説明書は製品に近接して保存を 

取扱説明書をよく読んで作業を 

こんな時は運転しないでください 

服装は作業に適していますか 

機械を他人に貸す時は 

機械の改造禁止 

始業点検の励行 

エンジン始動・発進する時は 
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急に作業機が駆動され、周囲にいる人がケガ 

をする事があります。 

 ＰＴＯを切ってから始動してください。 

 

あり、運転者が振り落とされたり、周囲の人 

を巻き込んだり、思わぬ事故を起こす事があ 

ります。周囲の安全を確認し、ゆっくりと発 

進してください。 

 
 
警 告 

 

めにトラクタを移動させる時、トラクタと作 

業機の間に人がいると、挟まれてケガをする 

事があります。 

 トラクタと作業機の間に人を近づけないでく 

 ださい。 

 注 意 

業機をトラクタに着脱する時、傾斜地や凹 

凸地または軟弱地などで行うと、トラクタが 

不意に動き出し、思わぬ事故を起こす事があ 

ります。 

   平坦で地盤のかたい所で行ってください。 

  

 くなり、操縦が不安定となって、思わぬ事故を

まねく事があります。 

   トラクタへフロントウエイトを取り付け、バ 

  ランスを取ってください。 

  

（－）側から外し、取り付ける時は（＋）側 

  から行ってください。 

  もし、逆にすると作業中工具がトラクタに接 

  触した場合、火花が生じ、火災事故の原因に 

  なります。 

 
 
 危 険 

  

  巻き込まれてケガをする事があります｡ 

  カバーのないパワージョイントは、使用しな 

  いでください。 

  

  れてケガをする事があります。 

  損傷したらすぐに取り替えてください。 

使用前には損傷がないか点検してください｡ 

  

  の不注意により、不意にパワージョイントが 

  回転し、ケガをする事があります。 

  ＰＴＯを切り、トラクタのエンジンをとめて 

  行ってください。 

 

  

  と、カバーが回転し、巻き込まれてケガをす 

  る事があります。 

  トラクタ側と作業機側のチェーンを回転しな 

  い所に連結してください。 

注 意 

 最伸時の重なりが１００㎜を下回ると、 

  ジョイントを回転させた時、破損しケガをす 

  る事があります。 

  最縮時の隙間が２５㎜よりも小さくなると、 

  ジョイントの突き上げが起きる事があり、ジ 

  ョイントの破損をまねき、ケガをする事があ 

  ります。 

  適正な重なり量で使用してください。 

  

  ンが軸の溝に納まっていないと、使用中に外 

  れ、ケガをする事があります。 

  溝に納まっているか、接続部を押し引きして 

  確かめてください。 

 
 

 注 意 

 

 と、道路運送車両法に違反します。 

 トラクタに作業機を装着しての走行はしない 

 でください。 
 

 
 

 危 険 

ペダル 

が左右連結されていないと、片ブレーキにな 

り、トラクタが左右に振られ横転などが起こ 

り、思わぬ事故をまねく事があります。 

ほ場での特殊作業以外は、ブレーキペダルは 

左右連結して使用してください。 

警 告 

 

 クタから転落したり、運転操作の妨げになっ 

 て、緊急事態への対処ができず、同乗者はも 

 ちろん、周囲の人および運転者自身がケガを 

 する事があります。 

 トラクタには、運転者以外の人は乗せないで 

 ください。 

 と 

  されたり、周囲の人を巻き込んだり思わぬ事 

 故を起こす事があります。 

急制動・急旋回はしないでください。 

 

 と、転倒あるいは転落事故を起こす事があり 

ます。 

低速走行してください。 

 

作業機を着脱する時は 

公道走行時は作業機の装着禁止 

移動走行する時は 

パワージョイントを使用する時は 
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 ふくれるため、周囲の人に接触しケガをさせ 

 たり、対向物・障害物に衝突しケガをする事 

 があります。 

  周囲の人や対向物・障害物との間に十分な間 

  隔を保って行ってください｡ 

 ほ場と通路の段差、側溝などの路肩付近を走 

  行する時、近寄りすぎるとトラクタが横滑り 

  や転倒し、思わぬ事故を起こす事があります。 

   路肩を走行する時は、近寄りすぎないように 

  し、低速で走行してください。 

 田・畑への出入り、畦越えや段差の乗り越え 

  をする時、斜めに乗り越えようとしたり､直 

  角に乗り越えようとすると、トラクタが横転 

  ・転倒し、ケガをする事があります。 

   あゆみ板を使用してください。 

 

 する事があります。 

   また、物を載せて走行すると、落下し、周囲 

  の人へケガを負わせる事があります。 

   作業機の上には、人や物などはのせないでく 

  ださい。 

 注 意 

 

囲の人を回転物に巻き込み、ケガを負わせる 

事があります。 

   移動走行する時はＰＴＯを切ってください。 

 

作 業 中 は 

 

 

 警 告 

  

  さい。 

 【守らないと】 

  飛散物により。死亡または重傷を負う危険性が

あります。 

  

  に巻き込まれ、ケガをする事があります｡ 

  周囲に人を近づけないでください。 

  

  ると、機械の破損により、ケガをする事があ 

  ります。 

   指定回転速度を守ってください。 

   入力軸回転数５４０～６００ｒｐｍ 

 作業機の上に人を乗せると、転落し、ケガを 

  する事があります。 

   また、物を載せて作業すると、落下し、周囲 

  の人へケガを負わせる事があります。 

   作業機の上には人や物などはのせないでくだ 

  さい。 
 

  

  ねく事があります。 

低速で作業してください。 

  

  暴走する原因となります。 

  坂の前で低速に変速して、ゆっくりとおりて 

  ください。 

 

  周囲の人への危険回避などができず、思わぬ 

  事故を起こす事があります。 

前方や周囲へ、十分に注意を払いながら運転 

してください。 

 

  事故を起こす事があります｡ 

   しっかりとハンドルを握って運転してくださ 

  い。 

 注 意 

や、付着物の除去などをする時、 

ＰＴＯおよびエンジンをとめずに作業すると、 

第三者の不注意により、不意に作業機が駆動 

され、思わぬ事故を起こす事があります。 

ＰＴＯを切り、エンジンをとめ、回転部や可 

   動部がとまっている事を確かめて行ってくだ 

さい。 

  

  物に巻き込まれ、ケガをする事があります。 

カバーを開けないでください。 

 

 

 警 告 

 

 に駐車すると、トラクタが暴走して思わぬ事 

 故を起こす事があります。 

   平坦で安定した場所に駐車し、トラクタのエ 

  ンジンをとめ、駐車ブレーキをかけて暴走を 

  防いでください。 

下限まで降ろ

してください。 

 【守らないと】 

作業機に挟まれて、死亡または重傷を負う危険

性があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作業する時は 

トラクタから離れる時は 
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作業が終わったら 

 

 

 危 険 

き

は、ＰＴＯを切り、エンジンをとめ、回転部や

可動部がとまっている事を確かめてから行って

ください。 

 【守らないと】 

機械に巻き込まれて、死亡または重傷を負うこ

とになります。 
 

 

 

警 告 

 

  を行う時は、トラクタ３点リンクの油圧回路を

ロックして行ってください。 

 【守らないと】 

作業機に挟まれて、死亡または重傷を負う危険

性があります。 

 注 意 

 

 損などが放置され、次の作業時にトラブルを 

 起こしたり、ケガをする事があります。 

  作業が終わったら、取扱説明書に基づき点検 

を行ってください。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 危 険 

 雪を取り除く時は、必ずエンジンを停止して 

  からショベルで行ってください。 

 【守らないと】 

機械に巻き込まれて、死亡または重傷を負うこ

とになります。 

警 告 

 

足を入れたりするときは、台などで降下防止を

して行ってください。 

【守らないと】 

作業機に挟まれて、死亡または重傷を負う危険

性があります。 

注 意 

 

 破損やケガをする事があります。 

   取扱説明書に基づき行ってください｡ 

と、 

トラクタや作業機が不意に動き出して、思わ 

ぬ事故を起こす事があります。 

平坦で地盤のかたい所で行ってください。 

 

第三者の不注意により、不意に作業機が駆動 

され、思わぬ事故を起こす事があります。 

ＰＴＯを切り、エンジンをとめ、回転部や可 

動部が止まっている事を確かめて行ってく 

ださい。 

 

  と、飛び出る高圧オイルあるいは作業機の急 

  な降下で、ケガをする事があります。 

   補修もしくは部品交換してください。 

   継手やホースを外す時は、油圧回路内の圧力 

  を無くしてから行ってください。 

 

類を取付けずに作業すると、回転部や可動部 

に巻き込まれ、ケガをする事があります。 

元通りに取付けてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機体を清掃する時は 

終業点検の励行 

不調処置・点検・整備をする時 
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適切な装着で安全な作業をしましょう。 

 

１ 各部の名称とはたらき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．オーガ 

雪をかき込み、フライホイールに供給する装置 

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．フライホイール 

  オーガから供給された雪を吹き上げる装置です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 トラクタへの装着 
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３．シュート 

  投雪方向（左右回転）を調整する装置です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．油圧モータ 

  シュートを回転させる装置です。 

 

 

 

 

 

 

 

５．ヘッド 

  投雪角度（上下）を調整する装置です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．電動シリンダ 

  ヘッドを上下させる装置です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．コントロールボックス 

  トラクタ座上からヘッドの上下を操作する装置

です。 

 

 

 

 

 

 

８．ソール 

  除雪高さを調整する装置です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９．ギヤボックス 

  動力をフライホイールとオーガに分割する装置

です。 

     

 

１０．パワージョイント；ＨＡ－７０ 

  トラクタからスノーブローワ本体へ動力を伝達

します。 

 

１１．ショベル 

  詰まった雪を取り除く道具です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
- 11 - 

２ 適応トラクタの範囲 

 

本製品は、適切なトラクタとの装着により的確に

性能を発揮できるように設計されています。 

 不適切なトラクタとの装着によっては本製品の耐

久性に著しく影響を及ぼしたり、トラクタの運転操

作に著しい悪影響を及ぼすことがあります。 

 この製品の適応トラクタは次のとおりです。 
 

適 応 ト ラ ク タ 

ＭＳＢ２５５０ 
５１．５～８８ｋＷ 

（７０～１２０ＰＳ） 

ＭＳＢ２７５０ 
５９～１０３ｋＷ 

（８０～１４０ＰＳ） 
 
 本製品の適応より小さなトラクタで使用すると、

負荷に対し十分なパワーがでない事があります。 

  逆に、適応トラクタよりも大きなトラクタでの使

用時には、過負荷に対し機体の適正値を超えたパワ

ーが出てしまい、作業機の破損の原因になることが

あります。 

 

３ 組立部品 

 

１．解     梱 

  梱包されている部品をほどいてください。 

２．組立部品の明細 

梱包に同梱されている梱包明細に基づき、必要

部品が揃っているか確認してください。 

３．組     立 

各部品の組立に必要なボルト・ナット類は、梱

包明細の符号を参照してください。 

その他の部品を部品表を参考に取り付けて下

さい。 

 

４ トラクタへの装着 

 

１．３点リンクへのスノーブローワの連結 

 

 

 

 にトラクタを移動させる時、トラクタと作業機 

 の間に人がいると、挟まれてケガをする事があ 

 ります。 

トラクタと作業機の間に人を近づけないでくだ 

 さい。 
 

 

 

 

 

 

 

 地または軟弱地などで行うと、トラクタが不意 

 に動き出し、思わぬ事故を起こす事があります。 

 平坦で地盤のかたい所で行ってください。 
 

 

トラクタへの連結は、次の手順で行います。 

（１） トラクタのエンジンを始動して、トラクタの 

ロワーリンク先端部と作業機の左右のロワーリ 

ンクピンの位置が合うまで後進して、トラクタ 

をとめてください。 

（２） エンジンをとめ、駐車ブレーキをかけてくだ 

さい。 

（３） 左のロワーリンクを連結し、抜けどめにリン 

チピンをロワーリンクピンに差してください。 

     次に右のロワーリンクも同順で行ってくださ 

い。 

（４） 左右のロワーリンクが同じ高さになるよう 

に、トラクタ右側のアジャストスクリューで調 

整してください。 

（５） トラクタのロワーリンクとトップリンクが 

平行に近くなるトップリンクピン穴位置を選ん 

でトップリンクを連結し、抜けどめにリンチピ 

ンを差してください。 

（６） トラクタのエンジンを始動し、トラクタ３点 

リンクを昇降する油圧レバーを操作して作業機 

を少し上げ、エンジンを停止してください。 

（７） 左右のロワーリンクをチェックチェーンで 

セットし、作業機の横振れをなくしてください。 

（８） 作業状態で作業機が地面に水平にるように 

トップリンク長さを調整してください。 

 

２．電装品の取り付け（ヘッドのリモコン操作） 

（１）電源取出しコードの配線・接続 

   電源取出しコード(コード)は、トラクタのバ

ッテリコードと共締めします。 
 

① バッテリから○－側のバッテリコードを外し、 

次に○＋側のバッテリコードを外します。 

② ○＋側バッテリコードのナットを外し電源取出 

しコードの○＋側を取付け、ナットを組み込みま 

す。 

③ ○＋側バッテリコードをバッテリターミナルの 

○＋側に差し込みナットを締め付けます。 

④ ○－側電源取出しコードも同じ手順でバッテリ 

ターミナルの○－側に取付けます。 

⑤ 電源取出しコードの極性は白色が○＋で黒色が 

○－です。 

 

 

 

 警 告  

 注 意 
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○－側 

 から外し、取り付ける時は○＋側から取付けてく 

 ださい。 

 もし逆にすると作業中工具がトラクタに接触し 

 た場合、火花が生じ、火災事故の原因になりま 

 す。 
 

 
 

必要電圧は１２Ｖです。 

電圧を確認してから接続してください。 

電源取出しコードは、たるまないよう、トラク 

タ本体に配線してください。 

電源取出しコードをバッテリに接続する際、  

ください。 

コントロールボックスは、他社品の電源取出し 

コードに接続可能ですが○＋・○－の配線違いのも 

のがあります。 

必ず附属の当社純正コードを使用してください。 

電源取出しコードをバッテリターミナルへ取付 

ける時の誤作動を防ぐため、コントロールボッ 

クスに取付けず、コード単体で行ってください。 

 

ールボックスを取り外して、屋内で保管してく 

ださい。 

バッテリあがり、結露の原因となります。 

 
 

 

（２）コントロールボックスの据え付け 

①コントロールボックスをトラクタの操作しやす 

  い場所に据え付けてください。 

コントロールボックスの据え付けは磁石で行う 

  ので、できるだけ平らな面に据え付けてください。 

②コントロールボックスのコード（長い方）を作 

  業機側に配線し、作業機側コードに接続します。 

③電源取出しコードをコントロールボックス（短 

  いコード）に接続します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ヘッドの操作スイッチが表示通りの作動をする 

か確認してください。 

   

 

 

 

 

 

 

 

コードは作業機の動きに順応できる余裕を持た 

せ、また、他に引掛からないようにたるみをと 

り固定してください。 

コントロールボックスの据え付けが不完全な場 

合、機体の振動などにより脱落の恐れがありま 

す。 

確実に据え付けてください。 
 

 

３．トラクタ油圧取出口との接続 

  本作業機はシュートの回転にトラクタの外部油 

圧を利用しています。 

    接続には、複動１系統のトラクタ油圧取出口が 

必要です。 

カプラは１／２オスカプラが標準装備されていま

す。 

（１）作業機のカプラをトラクタ油圧取出しカプラ 

に接続してください。 

（２）トラクタのエンジンを始動してください。 

    不意な動きに対処できるようにエンジン回転は 

アイドリング状態にしてください。 

（３）外部油圧レバーを操作し、動作方向を確認し

てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 
 

 

 

 注 意 
 

バッテリ 

コード；3500 

黒色 

白色 

赤色 

ヒューズ 

（30A） 
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５ スノーガードの組立・装着（オプション） 

 

 雪の舞上りを抑えます。 

 

部品番号 部 品 名 称 備 考 

1437670000 スノーガードＡＳ；２５５０ MSB2550用 

1437680000 スノーガードＡＳ；２７５０ MSB2750用 

 

 

 

 

ジンをとめずに、あるいは駐車ブレーキをかけ 

ずに行うと、思いがけない原因で作業機が駆動 

し、あるいはトラクタが動き出し、事故を起こ 

す事があります。 

エンジンをとめて、駐車ブレーキをかけて行っ 

てください。 

 

て行ってください。 

【守らないと】 

作業機に挟まれて、死亡または重傷を負う危険性

があります。 

 

 

 

 

 

梱包されている部品を取り出し、同梱の梱包明細に

基づき、必要部品が揃っているか確認してください。 

 

組立・装着方法 

（１） ゴムプレート、スッテカー付きプレート、

バーを組付けてください。 

（２） 作業機本体から、ボルト；Ｍ１０×２５と

バネザガネＭ１０（各１２ヶ）を外してく

ださい。 

（３） （２）で外したボルトＭ１０×２５と、バ

ネザガネＭ１０を使用し、作業機本体に組

付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 警 告 
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６ パワージョイントの装着 

 

 本作業機には専用のパワージョイントが付いてい

ますので、他のパワージョイントで代用しないでく

ださい。 

 

 

 

 巻き込まれてケガをする事があります。 

 カバーのないパワージョイントは、使用しない 

 でください。 

 

 てケガをする事があります。 

 損傷したらすぐに取り替えてください。 

 使用前には損傷がないか点検してください。 

 

 不注意により、不意にパワージョイントが回転 

 し、ケガをする事があります。 

 ＰＴＯを切り、トラクタのエンジンをとめて行 

 ってください。 

 

  カバーが回転し、巻き込まれてケガをする事が 

 あります。トラクタ側と作業機側のチェーンを 

 回転しない所に連結してください。 

 

 

 

  ントを回転させた時、破損しケガをする事があ 

  ります。 

 最縮時の隙間が２５㎜よりも小さくなると、ジ 

 ョイントの突き上げが起きる事があり、ジョイ 

 ントの破損をまねき、ケガをする事があります。 

 適正な重なり量で使用してください。 

 

１． 長さの確認方法 

（１）パワージョイント単体で最縮長時の安全カバ 

ー（アウタ）端部位置を安全カバー（インナ） 

にマーキングしてください。 

（２）パワージョイント（アウタ）から、パワージ 

    ョイント（インナ）を引き抜いてください。 

（３）３点リンクを昇降させて、ＰＴＯ軸とＰＩＣ 

軸が最も接近する位置で、昇降を停止してくだ 

さい。 

（４）ピン付きヨークのクランプピンを押して、Ｐ 

ＴＯ軸、ＰＩＣ軸に連結し、クランプピンがも 

との位置に出るまで押し込んでください。 

（５）カバー同士を重ね合わせた時、安全カバ 

ー(アウタ)端部位置とマーキング位置の間隔が 

２５㎜以下の場合は、２５㎜の間隔を保つよう 

に切断方法の手順に基づき切断してください。 

（６）３点リンクを昇降させて、ＰＴＯ軸とＰＩＣ 

軸が最も離れる位置で、昇降を停止してくださ 

い。 

（７）安全カバー同士を重ね合わせた時、パイプ（ア 

ウタ）とパイプ（インナ）の重なり量が、１０ 

０㎜以下の場合は販売店に連絡し、長いパ 

ワージョイントと交換してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 切断方法 

(１) 安全カバーのアウタ 

  ・インナ両方を長い分 

  だけ切り取ります。 

 
 
(２) 切り取った同じ長さ 

  をパイプの先端から計 

  ります。 
 
 

(３) パイプのアウタとイ 

  ンナ両方を金ノコまた 

  はカッターで切断しま 

  す。 

   切断する時は、パイプの中にウエスを詰め、 

  パイプ内面に切り粉が付着するのを防いでく 

  ださい。 

(４) 切り口をヤスリなどでなめらかに仕上げて 

  からパイプをよく清掃し、次にグリースを塗 

  布して、アウタとインナを組み合わせます。 

 注 意 

 危 険  
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３． 安全カバーの脱着方法 

 〈安全カバーの分解手順〉 

（１）固定ネジを取り外し 

  てください。 

 

 

 

（２）安全カバーを取り外 

 し位置へ回してくだ 

 さい。 

 

 

（３）安全カバーを引き抜 

いてください。 

 

 

 

（４）スライドリングを取 

り出してください。 

 

 

 

〈安全カバーの組立手順〉 

（１）ヨークのスライドリ 

ング溝とパイプ（イン 

ナ）に高品質のグリー 

スを塗ってください。 

 

 

 

（２）スライドリングのつ 

ばをパイプ側に向け、 

切り口を開いて溝には 

めてください。 

 

 

（３）その上に安全カバー 

をはめてください。 

 

 

 

 

（４）カバーをしっかり止 

まるまで回してくださ 

い。 

 

 

 

（５）固定ネジを締め付けてください。 

 

 

４． パワージョイントの連結 

(１)  ピン付ヨークのクランプピンを押して、Ｐ 

ＴＯ軸、ＰＩＣ軸に連結し、クランプピンが 

もとの位置に出るまで押し込んでください。 

 

 

 

 が軸の溝に納まっていないと、使用中に外れ、ケ 

 ガをする事があります。 

 溝に納まっているか、接続部を押し引きして確か 

 めてください。 
 

 

(２)  パワージョイントは、アウタカバー側をト 

ラクタＰＴＯ軸側に、インナカバー側を作業 

機ＰＩＣ軸側に接続してください。 

(３)  安全カバーのチェーンを固定した所に取り 

付け、カバーの回転を防いでください。 

    チェーンは３点リンクの動きに順応できる 

余裕を持たせ、また他へのひっかかりなどが 

ないように余分なたるみを取ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注 意 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全カバー チェーン 
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機械を調子よく長持ちさせるため、作業前に必ず

行いましょう。 

 

１ 運転前の点検 

 

１． トラクタ各部の点検 

トラクタの取扱説明書に基づき、点検を行って 

ください。 

２．連結部の点検 

（１）３点リンクと３点フレームの連結部点検 

① ロワーリンク・トップリンクのリンチピンは 

所定の位置に挿入されているか。 

② チェックチェーンは張られているか。 

 

 

  不具合が見つかった時は、「1-4-1 ３点リンク 

 へのスノーブローワの連結」の説明に基づき不 

 具合を解消してください。 
 

 

（２）パワージョイントの点検 

① ジョイントの抜け止めのクランプピンが軸の 

溝に納まっているか。 
 

② ジョイントカバーのチェーンの取付に余分な 

たるみはないか。 

      また、適度な余裕があるか。 
 
  ③ ジョイントカバーに損傷はないか。 

      損傷している時は、速やかに交換してくださ 

い。 

 

 

  不具合が見つかった時は、「1-6 パワージョイ 

 ントの装着」の説明に基づき不具合を解消して 

 ください。 
 

 

（３）油圧系統の点検 
 

① トラクタの外部油圧取出へのカプラの接続は 

確実に行われているか。 
 

② 油圧ホースに余分なたるみはないか。また、 

適度な余裕はあるか。 

 

 

  不具合が見つかった時は、「1-4-3 トラクタ油 

 圧取出口との接続」の説明に基づき不具合を解 

 消してください。 
 

（４）電気系統の点検 

① 電源取出しコードは確実にバッテリターミナ 

ルへ接続されているか。 
 

② 電源取出しコードとコントロールボックスの 

ターミナルは確実に接続されているか。 
 

③ コントロールボックスのターミナルと作業機 

側のコードのターミナルは確実に接続されてい 

るか。 
 

④ コントロールボックスのヒューズは切れてい 

ないか。 

 

（５）製品本体の点検 

   特に下記部分はケガや大きな破損の原因にな 

りますので、使用前の点検を習慣にしてくださ 

い。 
 
  ① シャーボルトにゆるみはないか。 
 
  ② 各部の給油、注油、給脂は十分か。 

 

２ エンジン始動での点検 

 

１．トラクタ油圧系統の点検 

  トラクタ油圧を操作し、３点リンクを上昇し、 

作業機を持ち上げた状態で、降下がなければ異常 

はありません。 

 

２．トラクタ外部油圧系統の点検 

  トラクタ油圧を操作し、シュートを回転させた 

あとに油漏れがなければ異常はありません。 

 

３．電装品関係動作の点検 

  ヘッドの動作が適正か確認してください。 

 

 

  上記以外に異常が見つかった時は、「6-1 不調 

 処置一覧表」に基づき処置してください。 

  トラクタ油圧系統などに異常がある時は、トラ 

 クタ販売店にご相談ください。 
 

 

 

 

 

 

 

２ 運転を始める前の点検 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 
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３ 給油箇所一覧表 

 

○ 給油、塗布するオイルは清浄なものを使用してください。 

○ グリースを給脂する場合、適量とは古いグリースが排出され、新しいグリースが出るまでです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ギヤボックス            ② ローラチェーン          ③ オーガ軸受 

 
④ フライホイール           ⑤ シュート             ⑥ パワージョイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

No. 給 油 場 所 箇所 潤滑油の種類 給 油 時 間 量 備  考 

１ ギヤボックス           １ 
※1 ギヤオイル 

；ＶＧ２２０ 

使用当初２５～３０時間 

その後シーズン毎に交換 
レベル迄 始業点検時確認補給 

２ ローラチェーン           １ 〃 使用ごと 適     量 オイル塗布 

３ オ ー ガ 軸 受           ２ 
※2 集中給油 

グリース４種；２号 
〃 〃 グリースニップル 

４ フライホイール           １ 〃 〃 〃 〃 

５ シ ュ ー ト           ２ 〃 〃 〃 〃 

６ パワージョイント ２ 〃 〃 〃 〃 

※１ ＩＤＥＭＩＴＳＵ「ダフニー スーパーギヤオイル ２２０」又は相当品をお使いください。 

車両用ギヤオイル ＳＡＥ９０ ＡＰＩ ＧＬ－５使用可。 

※２ ＩＤＥＭＩＴＳＵ「ダフニー エポネックスＳＲ Ｎｏ.２」又は相当品をお使いください。 

  

  

 

 



 
- 18 - 

 

 

 

 

安全を確認して慎重に作業してください。 

 

１ 本製品の使用目的 

 

１．本製品は、除雪に使用します。 

  他の用途には使用しないでください。 

 

２．ぬかるんだ場所、石礫の多い場所では、作業を

行わないでください。 

    あらかじめ除雪区域がはっきりしている場合は、 

 除雪前に異物を除去するなど除雪区域を整備して

おいてください。 

 

２ 作業のための調整 

 

１．除雪高さの調整 

（１）除雪高さは、ソールの位置を変えることで調

整します。ソールの位置は５段階に調整できま

す。 
 
（２）地面が滑らかな時は、ソールを上げ、除雪高

さを低くします。地面の凹凸が多い時は、ソー

ルを下げ、除雪高さを高くします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．ローラチェーンの張り調整 

  ロックナットを緩め、調整ボルトでテンショナ

を動かしてローラチェーンの張りを調整し、ロッ

クナットを締めてください。 

    張りの強さは、ローラチェーンの中央部を指で

押してたわみ量が７㎜になるのが適正です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 作業要領 

 

 

 

エンジン回転中は、のぞいたり手を入れたりし 

 ないでください。 

  雪を取り除く時は、必ずエンジンを停止してか 

 らショベルで行ってください。 

【守らないと】 

巻き込まれて、死亡または重傷を負うことになり

ます。 
 

 

 

中は、投雪口を人や建物に向けないでくだ 

 ださい。 

【守らないと】 

飛散物により、死亡または重傷を負う危険性があ

ります。 
 

 

 

運転中又は回転中、カバーを開けると回転物に 

 巻き込まれ、ケガをする事があります。 

 カバーを開けないでください。 
 

 
 

シュートは３６０°回転するようになっていま 

 すが、配線に無理がかからないように注意して 

  操作してください。 

作業速度は、０．２～０．５㎞／hrです。 

  積雪状態に合った速度で作業してください。 

  重い雪や深い雪の時は、オーガ巾を全て使わず 

  除雪巾を減らして、過負荷をさけてください。 

 

  旋回時に横方向の力を受けて無理がかかり、作 

業機が破損する恐れがあります。 

旋回時には積雪状態に応じて十分注意して作業 

してください。 
 

 
１．実作業の要領 
 
（１） トラクタの外部油圧を操作して、シュートを 

回転させ、投雪方向を決めます。 
 
（２） コントロールボックスを操作して、ヘッドを 

上下させ、投雪距離を決めます。 

 
 

３ 作業の仕方 

 

 

 注 意 

 警 告 

 危 険 

  取扱い上の注意 
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（３） トラクタのポジションコントロールレバー 

で、除雪高さを決めます。 
 
（４） トラクタのＰＴＯ変速を１速、走行副変速を 

クリープに入れます。 

      主変速は雪質・積雪量を見て選択します。 

（５） ＰＴＯを回し、ＰＴＯ回転数が５４０～６０ 

０rpmになるようエンジン回転数を上げます。 

（６） 走行クラッチをつなぎ、除雪作業を開始しま 

す。 

  除雪状態を見て、シュート・ヘッド・除雪高さ・ 

  走行速度の調整をしてください。 

 

２． シャーボルト 

 

 

 

シャーボルトの交換作業は、必ずエンジンを停止

してから行ってください。 

【守らないと】 

巻き込まれて、死亡または重傷を負うことになり

ます。 
 

 

 
 
（１）シャーボルトは、次の２ヶ所に取り付けられ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）過負荷時、シャーボルトが切断し供給部への 

動力の伝達を停止し、作業機の損傷を防止しま 

す。 

      シャーボルトが切断した場合は、エンジンを 

停止し、原因を取り除いてからシャーボルトを 

交換してください。 

（４） 予備のシャーボルトは、次の位置に取り付

けられています。 

 

 

 

 

 

 

オ ー ガ 用  BX10045 
Ｍ１０×４５ １１Ｔ 

（シルバー） 

フライホイール用 1397220000 
Ｍ１０×４５ ８Ｔ 

（ブラック） 

 

 

 

かずに、新し 

いシャーボルトを取り付けても、再度、切断さ 

れます。必ず原因を調べ、その原因を取り除い 

てから行ってください。 

 

で強度が異なります。 

オーガ用、フライホイール用を逆に取り付けて 

使用したり、当社指定以外のシャーボルトを使 

用すると、過負荷に対し、切断されず機体各部 

の破損の原因になったり、正規の使用状態にも 

かかわらず、すぐにシャーボルトが切断される 

事があります。 

当社指定のシャーボルトを指定の位置に取り付 

け、使用してください。 

ャーボルトを使用していても、高 

速回転でＰＴＯクラッチを入れたり、本作業機 

の適正回転数以外で使用すると、シャーボルト 

が切断される事があります。 

ＰＴＯの接続は、低回転数で接続後、本作業機 

の適正回転数にセットして作業してください。 
 

 

 

４  運   搬 

 

 本作業機は、機体巾が広い作業機です。 

 移動する時はＰＴＯを切り、前後左右に十分注意

して移動してください。 

  取扱い上の注意 

 

 危 険 
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長持ちさせるために、手入れは必ずしましょう。 

 

 

回転部・可動部の付着物の除去作業を行うとき

は、ＰＴＯを切り、エンジンをとめ、回転部や可

動部がとまっている事を確かめてから行ってく

ださい。 

 【守らないと】 

機械に巻き込まれて、死亡または重傷を負うこと

になります。 
 

 

 

１． 機械の上にかかっている雪等は、除雪区域の中 

できれいに取り除いてください。 

特に、回転部に残った雪は、凍りついて過負荷 

の原因になったり錆の原因になりますので、完全 

に取り除いてください。 
 
２．ボルト、ナット、ピン類の緩み、脱落がないか。 

又、破損部品がないか確認してください。 

異常があれば、ボルトの増締め、部品の交換を 

してください。 
 
３．ＰＴＯ軸、ＰＩＣ軸、パワージョイントのスプ 

ライン部など塗装されていない露出部は、錆を防 

ぐためグリースを塗布してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 長期格納する時 

 

１．機械各部の清掃をしてください。 

２．摩耗した部品、破損した部品は、交換してくだ

さい。 

３．「2-3 給油箇所一覧表」に基づき、油脂を補給

してください。 

また、回転、回動支点およびパワージョイント

のクランプピンを含む摺動部には注油し、ＰＴＯ

軸、ＰＩＣ軸、パワージョイントのスプライン部

にはグリースを塗布してください。 

４．塗装損傷部は補修塗装、または、油を塗布し、

さびの発生を防いでください。 

５．格納は風通しの良い屋内に保管してください。 

６．コントロールボックスは、室内に保管してくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 作業後の手入れ 

４ 作業が終わったら 

 危 険 
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調子よく作業するために、定期的に行いましょう。 

機械の整備不良による事故などを未然に防ぐため

に、「点検整備一覧表」に基づき、各部の点検・整備

を行い、機械を最良の状態で、安心して作業が行え

るようにしてください。 

 シャーボルトは消耗品となっています。 

折損した時は、交換・補充してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第三者の不注意により不意に作業機が駆動され、 

 思わぬ事故を起こす事があります。 

 ＰＴＯを切り、エンジンをとめ、回転部や可動 

 部がとまっている事を確かめて行ってください。 

 

 を取り付けずに作業すると、回転部や可動部に 

 巻き込まれ、ケガをする事があります。 

 元通りに取り付けてください。 
 

 

 

 

１ 点検整備一覧表 

 

時    間 チェック項目 処       置 

新品使用１時間              全ボルト・ナットのゆるみ 増し締め 

使用後２５～３０時間 ギヤボックスのオイル オイル交換 

使  用  毎 

（始業終業点検） 

機械の清掃 

ギヤボックスのオイル 

部品脱落・破損部 

各部のボルト・ナットの緩み 

各部油もれ 

各部の油脂類 

 

給油 

補充・交換 

増締め 

シールチェック、破損時交換 

「2-3 給油箇所一覧表」に基づき給油、給脂 

シーズン終了後 

ギヤボックスのオイル 

各部の破損、摩耗 

各部の清掃 

各部の給油・給脂 

ローラチェーン、回動支点等の摩耗 

塗装損傷部 

交換 

早めの部品交換 

 

「2-3 給油箇所一覧表」に基づき給油、給脂 

塗装または油塗布 

早めの部品交換 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 点検と整備について 

 注 意  
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エンジンをとめてから処置してください。 

 トラブルが発生したら、「不調処置一覧表」に基づ

き処置してください。 

 

 

 

雪を取り除く時は、必ずエンジンを停止して 

  からショベルで行ってください。 

 【守らないと】 

機械に巻き込まれて、死亡または重傷を負うこと

になります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

エンジンをとめずに作業すると、 

 第三者の不注意により不意に作業機が駆動され、 

 思わぬ事故を起こす事があります。 

 ＰＴＯを切り、エンジンをとめ、回転部や可動 

 部がとまっている事を確かめて行ってください。 

 

 を取り付けずに作業すると、回転部や可動部に 

 巻き込まれ、ケガをする事があります。 

 元通りに取り付けてください。 
 

 

１ 不調処理一覧表 

 

症    状 原     因 処      置 

 

 しない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ードを交換する 

 

 が回転しない 

 

 

 

 

 

 する 

 

 ない 

 

 

 

 

 

 

 てする 

 

 

 発熱 

 

フト損傷 

 

 

 

 する 

 

 

 

 

 

原因や処置のしかたがわからない場合は、下記事項とともに購入先にご相談ください。 

１． 製 品 名 

２． 部品供給型式（型式） 

３． 製 造 番 号 

４． 故 障 内 容（できるだけ詳しく） 

 

６ 不調時の対応 

 注 意 

 危 険 
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調 整 Ｓ－１７１１１２Ｅ 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

☆．２９．１１．５Ｓ ○Ｍ  

 


